
12月は

人権尊重

強化月間です

　１９４８年（昭和23年）１２月 10日に、 世界

人権宣言が採択されました。これにちなんで、

臼杵市では、１２月を「人権尊重強化月間」と定

め、 様々な人権問題の解決に向け、 各種の啓

発活動などを重点的に実施しています。

　この機会に、暮らしの中のさまざまな差別に

ついて考え、 一人ひとりの人権が大切にされ

る社会をみんなの力でつくっていきましょう。
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（2016（平成28）年12月16日法律第109号）
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落
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落
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落
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・学校の授業で習った

・家族から聞いた

・講演会や研修会で聞いた

・きっかけは覚えていない

・・・・・・・・・・ 52.6% ・違法な情報発信者の監視・取締りの強化

・インターネットの正しい利用の教育・啓発

・プロバイダ※に情報の停止・削除を求める

・被害者のために、相談体制を充実する

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・

39.1%

24.3％

15.7%

10.8％

・・・・・・・・・・・・・・ 11.5％

・・・・・・・ 8.2%

・・・・・・・ 6.8％

機会があれば
学びたい

58.0％

学ぶ気持ちは
あまりない・
全くない

38.5％

その他 3.5%

もし、あなたが企業の人事担当者で、採用試験結果は

良いが、その人が同和地区出身の場合、どうしますか。

関係なく
採用する

86.1％

なんとか断る・
しかたなく
採用する

3.0％

その他 10.9%

もし、あなたのお子さんが同和地区の人と結婚

する場合、あなたはどうしますか。

反対しない

70.4％

反対する

21.8％

その他 7.8%

（お子さんがいない方にも、いるものとして答えていただきました。）

（上位４回答を紹介します）

インターネットによる人権侵害を防ぐためには

どのような取り組みが必要だと思いますか。

「大安の日に結婚式を行う」ことについて、
あなたはどのようにお考えですか。

「友引の日に葬式をさける」ことについて、
あなたはどのようにお考えですか

世間を気に
すべきではない

46.2％

当然のことだ・
しかたがない

43.0％

その他 10.8%

世間を気に
すべきではない

23.0％

当然のことだ・
しかたがない

65.7％

その他 11.3%

人権侵害や差別を受けた時に、あなたはどう

対処しましたか。

抗議も相談も
しなかった

36.3％抗議・相談した

51.2％

その他 12.5%

（「人権侵害を受けたことがある」と答えた方に質問しました）

（受付時間 ： 平日８：30～17：15）

※プロバイダ・・・インターネット接続サービスを提供する事業者のこと

みんなの人権１１０番

（上位４回答を紹介します）

日本には、一部の国民が特定の地域出身であ

ることや、そこに住んでいることを理由に差

別を受けることがあります。これが部落差別

で、部落差別を原因とする社会問題のことを

「同和問題（部落差別問題）」といいます。同和

問題（部落差別問題）は、日本国憲法によって

保障された基本的人権にかかわる深刻で重

要な問題です。

（法務省作成啓発冊子）

考えようインターネット 検 索

あなたは大丈夫？ 考えよう！インターネットと人権

インターネットは便利ですが、時に

は思わぬトラブルに巻き込まれる

事も。

正しい知識をマンガで学びましょう。

一人で悩みを抱え込んでいませんか？

そんなときには「みんなの人権110番」まで

お気軽にお電話下さい。
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32.5%
35.1%

40.7%
46.2%

「大安の日に結婚式を行う」ことについて、

「世間を気にすべきでない」と回答した人は

年々増えています。

「友引の日に葬式をさける」ことについて、

「世間を気にすべきでない」と回答した人は

年々増えています。

企業・団体などで研修

を行うときは、教材な

どの貸出や研修講師の

派遣ができます。下記

までご相談ください。

臼杵市役所 臼杵庁舎

部落差別解消推進・人権啓発課

電話：0972-63-1111（内線3171）

「同和問題を知っている」と答えた方へたずねました

あなたが同和問題（部落差別問題）を知った

きっかけは何ですか

人権・同和問題（部落差別問題）について

今後も学習したいと思いますか

 就職試験で本人の能力や適性に関係ない質

問をしたり、結婚の際の身元調査、インター

ネット上で差別を助長するような内容の書き

込みをする、といった事例は、差別や偏見に

基づいて他人の人格や尊厳を傷つけるもので

あり、決して許されるものではありません。

 2016年(平成28年)12月１６日に「部落差

別の解消の推進に関する法律」が施行されま

した。部落差別問題を正しく理解し、一人ひと

りの尊厳が尊重される社会の実現を目指しま

しょう。

「部落差別の解消の推進に関する法律」

を知っていますか

(裏面に条文を掲載しています)

検索臼杵市 人権

ここでは、２０１９年（令和元年）８月、18歳以上の臼杵市民（2,500人を無作為抽出）を対

象に実施した「人権・同和問題に関する市民意識調査」について、その結果の一部をご紹介

します。なお、年代別の分析結果など、紙面の都合で紹介しきれないデータについては臼

杵市ホームページにてご覧いただけます。
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12.0%
14.1%

18.0%
23.0%

2019年度（令和元年度）実施2019年度（令和元年度）実施

人権・同和問題に関する市民意識調査から

（調査データ）


